



































センター 長 鯉事)     北 尾 善 信
副センター長 (大学院社会文化科学研究科 教授)新  納    泉
日 次



















































































































































































































































7  表5 放射性炭素年代測定結果
11  表6 花粉分析結果 …Ⅲ








































7 編集は、新納泉 (副センター長)・山本悦世 (調査研究室長)の指導のもと、池田が担当した。
8 本書作成にあたって、樹種同定を能城修一氏 (森林総合研究所)、 動物遺存体の鑑定を富岡直人氏 (岡山理科大学)、 石器石材の同
定を鈴木茂之氏 (岡山大学自然科学研究科)に依頼した。また、千葉豊氏 (京都大学文化財総合研究センター)から縄文土器につ







3 基本層序の記載に際しては、層番号に 〈 〉を付して遺構坦土と区別した。
4 挿図中において遺構の種類を以下の記号で示す。
貯蔵穴 i SP、土坑 :SK、溝 :SD、ピット:P
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5 佐良池古墳群 (古墳後期 )
6 悟鉢池古墳群 (古墳後期)
7 奥池古墳群 (古墳後期 )
8 ダイミ山古墳 (古墳中期 ?)
9 津鳥束3丁目第1地点(弥生
古墳 )
10 宿古墳群 (古墳前期 後期 )
H 片山古墳 (古墳前期)
12 烏山城跡 (戦国)
13 とつlTL墳墓 古墳群 (弥生～
古墳)




17 お塚 (様)古墳 (古墳中期)
18 津島束遺跡 (縄文～室町)
























41 上伊福遺跡 (株生 古墳 )
42 絵図遺跡 (孫生～平安)
43 南方遺跡他 (弥生～近世 )
44 広瀬遺跡 (弥生)
45 _L伊福 (立花)遺跡 (弥生～
室町)
46 大供本町遺跡 (古代～近世 )
47 大供東浦遺跡(弥生～室町 P)








55 湯迫古墳群 (古墳前期 )
























74 75 雄町遺跡 (縄文晩期～平
安)
76 乙多見遺跡 (弥■)
77 赤田東遺跡 関遺跡 (弥生～
室町)














91 網浜茶臼山古墳 (古墳前期 )
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古代 条里に関連する遺構として、坪境に比定される東西方向の大溝が検出されている(第1。 3・ 6・7・ 9・




















(4)二宮治夫 1985『百間川沢田遺跡2 百間川長谷遺跡2』 岡山県坦蔵文化財発掘調査報告59




(8)岡田 博 1998 『北方下沼遺跡 北方横田遺跡 北方中溝遺跡 北方地蔵遺跡』岡山県坦蔵文化財発掘調査報告126
(9)a 津島遺跡調査団 1969F昭和44年度岡山県津島遺跡調査概報』
b 岡山県教育委員会 1970『岡山県津島遺跡調査概報』
c 島崎 東 1999『津島遺跡 I』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告137
d 平井 勝 2000『津島遺跡 2』 岡山県坦蔵文化財発掘調査報告151
e 島崎 東 2003「津島遺跡 4』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告173
f 岡本泰典 2004『津島遺跡 5』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告181
g 島崎 東 2005『津島遺跡 6』 岡山県坦蔵文化財発掘調査報告190




b 岡山市遺跡調査団 1981『南方 (国立病院)遺跡発掘調査報告』
c 岡山県教育委員会 1981『南方遺跡』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告40
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中野雅美・根木 修 1986「上伊福九坪遺跡」F岡山県史 考古資料』
杉山一雄 1998『伊福定国前遺跡』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告125
金田善敬 2005『伊福定回前遺跡 2』 岡山県坦蔵文化財発掘調査報告188
亀山行雄 2010『伊福定国前遺跡』岡山県坦蔵文化財発掘調査報告224
(14)吉留秀敏・山本悦世 1988『鹿田遺跡 I』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第3冊
小林青樹 2000「庇田遺跡第9次調査」『岡山大学構内遺跡調査新究年報』16 1998年度









平井 勝 1995「百問川原尾島遺跡4』 岡山県坦蔵文化財発掘調査報告97


















山本悦世 2007『鹿田遺跡 5』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第23冊




(36)註22および岡山県教育委員会 1981F百間川長谷遺跡 当麻遺跡 I』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告46




(37)乗岡 実 1997『史跡岡山城跡 本九中の段発掘調査報告』
未岡 実 1998F岡山城内堀』
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亀山行雄 2003F岡山城二の丸跡』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告175







番号 調査次 文  献 発行年
1 1 岡山大学津島北地区小橋法目黒遺跡 (AW14区)の発掘調査 (岡山大学構内遺跡発掘調査報告第1集) 1985
2 2 岡山大学津島地区遺跡群の調査Ⅱ (農学部構内BH13区他)
3 3 津島岡大遺跡3(岡山大学構内遺跡発掘調査報告第5冊) 1992
4 4 岡山大学構内遺跡調査研究年報4
5 5 津島岡大遺跡4 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第7冊)
6 6・ 7 津島岡大遺跡6(岡山大学構内遺跡発掘調査報告第9冊 1995
7 8 津島岡大遺跡5(岡山大学構内遺跡発掘調査報告第8冊) 1995
8 9 津島岡大遺跡10 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第14冊)









































調 査 主 体 岡 山 大 学


















学   長 千葉 喬三
センター長 北尾 善信
助   教 池田  晋 (主任)



















































































|       1          後期上層は縄文時代後期中葉にあたる。後
匡コTTT縄文時代ヒ______習【=]/400 期前葉の河道は埋没し、谷状の低位部に変化














































番号 時期 地区 帰属面 平面形 断面形 規模 (cm) 検 出標 高
(m)
底面標高
(m)基本形 日径拡張 長径 短径 深 さ
l 縄文時代後期中葉 AX02-18(18a層)上面 U字形 有 094
2 縄文時代後期中葉 AX02-28(18a層〉上面 円形 U字形 63 094
3 縄文時代後期中葉 AX02-288a層〉上面 不整円形 U字形 有
4 縄文時代後期中葉 AX02-28(18c層)上面 円形 ボール形
縄文時代後期中葉 AX02-28(18a層)上面 (43)
6 縄文時代後期中葉 AX02-288a層〉上面 不整円形 U字形 有 095
7 縄文時代後期中葉 AX02-388a層)上面 糖円形 U字～フラスコ形 126
8 縄文時代後期中葉 AX02-37～38 8a層)上面 権円形 フラスコ形 有 104 088
9 縄文時代後期中葉 AX02-388a層)上面 円形 U字形 105 94
縄文時代後期中葉 AX02-268a層〉上面 円形 箱 形 48
11 縄文時ft後期中葉 AX02-37(18a層上 面 円形 U寧形 有
12 縄文時代後期中葉 AX02-48(18c層)上面 不率円罷 逆台形 76
b.土坑
番号 時期 地 区 帰属面 平面形 断面形
規模 (cI) 検出標高
(m)
底 面 標 高
(m)長径 短 径 深 さ
1 縄文時代後期前葉～中葉 AX02-58(19層〉上面 円形 逆台形
c.水田畦畔
番号 時期 地 区 帰属面
規 模 (cla, 検出標高
(m)幅 高さ
1～3 弥生時代前期 AX02 36～37、46～47、56～58区 (16層) 上面 30--502-3 26～285
d溝





1 弥生時代前期 皿 形 (16層) 上面 北東―南西 15 3 279
2 弥生時代中期 ? 皿 形 15層) 上面 北東 ―南西
3 近世 皿 形 (3層)上面 30^-120 9 372
e,ピット
番号 時期 地 区 帰属面 平面形 断面形 規模 (cll) 検出標高
(m)
底面標高
(m)長径 短径 深 さ
] 古墳時代 ? AX02-5613層〉上面 円形 皿形 4] 4
2 弥生時代後期 AX02-2614層) 上面 円形 皿 形
弥生時代後期 AX02-5814層〉 上面 円形 皿 形 8 299
―-  11  -―







































0          10m
_                (S=1/500)
図7 調査区の区割りと断面位置












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































葉広葉樹 (ナラ類など)、 針葉樹 (マツ類など)が混じる多様性のある森林植生と、その林縁にイネ科、ヨモギ属
などの草本類が生育していたと推定されている。これらの分析の詳細については、第4章を参照されたい。


































香号 出土層位 器 種 色 調 胎  十
1 18層 ナデ 端部のみミガキ 【外】ナデ ミガキ、沈線2本 乳灰褐 細砂、雲母△
2 縄文土器 深鉢 内】ナデ ナデ、沈線1本、沈線より上位に一部紹支(細,RI 乳灰橙褐
3 1811・h層 縄文上器・深鉢 ナデ ナデ、沈線(太)3本 暗秦褐 細秒、建母∩
4 18層 縄文土器・深外 ナデ 【外 ナデ、2本沈線・磨消縄文(RL 淡暗橙褐 細砂、雲廿△
18層 縄文土器 深鉢 子L 【膵 用 沈線3本、うち1本に沈線内刺突5箇所、縄文(網 RL)、媒付着 黒褐 細砂
6 18宮・h層 ナデ (太)磨消縄文(細 LRか) 灰 褐
7 h眉 穐X主器 ・殊 鉢 ナ デ 沈線3本(太)磨消縄文(細・LR 暗灰橙褐
18層 縄文土器 深鉢 子し 【広 デ l外】沈繰3本(太)磨消縄文(RL) 暗橙褐 微 砂
9 18層 ナデ ナデ、2本沈線 磨消組支
`R
暗褐 細秒、雲屋C
h層 ナ デ 外 ナデ、2本沈線・磨消縄文( 暗茶褐
西側溝 深鉢 状日縁、円孔 【内】ナデ(摩減) 【外〕穿孔上下に橋状突起、沈線2本 沈線間縄文?(摩滅) 乳灰褐 細 砂
18層 縄文土器 深鉢 内〕ナデ 【外| ナデ、沈線7本 灰 褐
18層 ゴ体摩滅 t内】横ミガキ 【外】横ミガキ、3本沈線 磨消縄文(RL)【 口唇I肥厚、組支(RI 明乳灰褐
18層 縄文土器 深鉢 困】積ミガキ 横沈線5本 縦沈緑1本 磨消縄文(RL)【日唇】肥厚、沈線 縄文(RL) 淡灰褐
18層 縄文土器 深鉢 摩滅、一部に横ミガキ 【外】摩滅、頸部に横ミガキ、渦巻沈線文 暗灰褐 細砂
18宜 h眉 条痕→ナデ 71】条痕、2本沈線(太)、 煤顕著 【口唇】直交刻み 暗灰茶褐 IH砂
17 縄文土器 深鉢 条痕 回縁付近に粂痕、下位 はナデ I口唇1盲交刻み 乳灰褐 網砂
18 h層 デ 条痕、媒顕著 【日唇】直交刻み 乳褐灰 IB秒
h層 縄文土器 不明 外】丁寧なナデ 【外】3箇所に断面が楕円形の突起あり(いずれも欠損) ?? ?～粗砂
図12 河道出土遺物(1)







番号 出土層位 器 種 形態 。手法などの特徴 色調 (内/外) 打台 土
20 18層 縄文土器・外 1復元口径23 6cm、日縁1/4残 【内】ナデ 【外】ケズリ→ナデ 暗灰乳褐 細～粗砂、雲母△
h層 縄文土器 深鉢 〔内 ナデ 〔外】ケズリ→ナデ、燥付着 乳褐灰 細砂
22 18層 経XittF 鉢 勺,外】ナデ 【外】煤付着 暗灰褐
23 18)暮 縄文土器 深鉢 【内 ナデ 【外】条痕 暗褐灰 微砂
24 18層 縄文土器 深鉢 内 条痕 【外】条痕→ナデ 乳橙灰褐 粗砂
17 18層 縄文土器 深鉢 内 条痕→ナデ I外】粂痕→ナデ 暗灰褐 細砂
17 18層 縄文土器 深鉢 勾 ナデ 【外】ナデ 乳橙灰褐 細～粗砂
18層 縄文土器 深鉢 内 剥落 ナデ 〔外】条痕、煤顕著 暗褐 粗砂
18層 縄文土器 深鉢 内 | ナデ I外1条痕→ナデ 乳灰褐 細砂
18買 h層 縄文土器 深鉢 条痕→ナデ 【外】条痕 暗灰褐 細砂
18 g h'冒縄文土器 深鉢 条痕→ナデ 【外】条痕、媒付着 乳褐灰 細秒
31 17 18層 縄文土器 深鉢 【内 外】条痕 【口唇】ナデ 暗褐 細～粗砂、雲母△
と8層 縄文土器 深鉢 【内】条痕→ナデ 【外】ナデ、わずかに煤 乳灰褐/褐灰 微～細砂
18富 h層 縄文土器・深鉢 条痕→ナデ 【外】条痕、わずかに煤 【口唇】ナデ 暗褐/淡褐 細砂
と8燥軍 縄文土器 深鉢 ナデ 【外】ナデ、一部に条痕あり 暗褐灰 細 砂
18層 縄文土器 深鉢 【内 外】ナデ 【外】わずかに煤 暗灰褐 細～粗砂
17～19層 縄文土器 深鉢 【内】条痕→ナデ 【外】ナデ 暗橙灰褐 細砂
37 18富 h層 縄文土器 深鉢 内 外】丁寧なナデ 乳掲灰 細砂、雲母△
18層 I.L文土器 深鉢 殉 | ナデ 【外】条痕→ナデ 引.灰褐 細秒、雲母()
図13 河道出土遺物(2)









出土層位 器 種 形悪 手法などの特徴 色調 (内/外) 月台  上
17・18層 復元口径30 0cll、日縁1/6残 〔内】ナデ I外】築痕、オサエ 写L褐灰
8ビ・h層 【内】条痕→ナデ 【外I条痕、煤付着 灰褐 粗砂
8質 h層 14文土器 深鉢 I内】ナデ III条痕、わずかに媒 灰責灰褐 細 砂
h層 縄文土器・深鉢 【内】ナデ 外】条痕、わずかに煤 【日唇】ナデ 乳灰褐/灰褐 4B砂、雲母△
8宜 h層 縄文土器 深鉢 I内】条痕→ナデ 【外】条痕、煤付着 【日Fs】ナデ 暗灰褐
坐 18層 縄文土器・深鉢 内】ナデ 【外】条痕 【日唇】ナデ 暗灰褐 細 砂
18 g h層 I内】ナデ 外】条痕、媒付差 乳褐灰 細 砂
18層 縄文土器 深鉢 【内】条痕→ナデ 【外】粂痕、わずかに媒 I日唇】ナデ 乳灰褐
h層 縄支土器 深鉢 ナ デ 外】条痕、わずかに煤 【日唇】ナデ 賠灰褐 細砂、雲母△
7 18層 縄文土器 深鉢 【内】条痕 粂痕、わずかに煤 褐 灰 粗 砂
h層 丁寧なナデ 【外】条痕、煤付着 【日唇】ナデ 乳 F7R灰褐
図14 河道出土遺物(3)
―-  23  -―
調査の記録
52




0                      1 0cm
―
                  (S=
Sl
0                1 0Cm
―
              (S=]/4)S2
E摩 滅
島土層位 器種 最大長 (cm) 最大幅 にm) 時 徴
17～ 18層 石 錘 7 締4gれの痛 とみ られる帯状の弱い産減あ り
S2 18ザ曽 孝山岩 lHlttにヽ俺用によるとみられる平滑み面がみられる
図15 河遭出土遺物(4)















































































































番号 出土層位 器 種 形態 ,手法などの特徴 色詞 (内/外) 胎 土
1 17層 縄文土器・深鉢 波状日縁 【内】ミガキ 〔外】ナデ 【波頂部〕中心に縦沈線3本,その横に沈線文、わずかに縄文(RL)、隆帯垂下 灰 褐 細砂
2 17層 縄文土器・深鉢 【内】ナデ 〔外】工具ナデ→沈線(通弧文3本・横沈線2本)→ナデ 【口縁】肥厚 乳灰褐 綱砂
3 1617層縄文土器 深鉢 [内】ナデ 【外】泥繰文(6本, I日唇】肥厚、横沈線1本、縄文?(摩滅) 淡褐灰 細～粗砂
4 17層 縄文土器 深鉢 日縁肥厚部の一部 〔内】ナデ、剥離痕あり 〔外】沈線(太)2本 沈線内刺突8箇所、沈線間に沈線(細)1本黒褐/乳橙灰褐 7」～粗砂
5 17層 縄文土器 深鉢 内】ナデ 【外】条痕 【日唇】斜め刻み 灰 白 細 T
6 17層 縄文土器・深鉢 内】沈線2本、縄文の有無は不明(摩滅)【外】摩減 波状口縁の可能性あり 淡赤橙 細 4
7 17層 底部1/4残、復元底径6 2cH【内 外・外底】ナデ 淡橙褐
出土層位 器種 最大長(cm)最大幅 (cl l)最大厚 (cm) 重量 (r) 石 材 特 徴
17層 石欽 438 523 細粒砂岩 刃部のみ残存

























































0              1m
―
                     (Si1/30)
淡紫灰色粘質土 ① 暗仄色砂質土
淡灰色粘質土 植物遺体○     (18a～c層〉
灰色砂 細～中砂      ② 灰色砂質土 (18d層〉
白灰色砂 細～中砂     ⑥ 灰色砂 (18e層〉中砂
紫灰色粘質土 植物遺体O  ④ 紫灰色砂質土 (18g層〉
暗紫灰色粘質土       ⑤ 淡青灰色砂質土
植物遺体・堅果類△       (18d～g層〉
白灰色砂 中砂 堅果頚△  ⑥ 褐色粘質土 (18h層〉
東半分がややオーバーハングしているが、ほぼ
深さは69cmで、(18h〉封応層まで掘り抜いてい


























17m   l 暗灰褐色粘質±  9 淡灰色粘質土
0                      1 0cm
―





暗灰色砂質±  11 暗淡灰色粘質土
暗淡灰色粘質土    堅果類△
砂0     12 暗灰褐色砂質土
暗灰褐色砂質± 13 暗灰色砂質土
暗灰色粘土△ 14 暗灰褐色粘質土
暗灰褐色粘質土    堅果類○
暗灰褐色砂質± 15 明仄褐色砂




              (3=1/2)
肇＼彰鞘ニォ_1神▼
ンから
番号 器 種 形悪・手法などの特徴 色調 (内/外) 胎 土
ユ 【内】ケズリ→ナデ 【外】条痕→ミガキ、下部に媒付着 I口唇】ミガキ 暗灰褐/灰橙褐 lRI1/
【内】ナデ 【外】ミガキ I日唇】ミガキ 淡灰褐/膳褐 細砂
香 号 器 種 最大長 (伽) 最大幅 (cll)最大厚 (cl l)重暑 (g) 色 調 月台土
Tユ 不明土製品 25 5 127 円盤状粘土塊を左右→上端の順に折り畳んで整形か→オサエ・ナデ、破損面なし 乳灰褐 細砂
図20 貯蔵穴2・出土遺物










































0              ]m
―
                     (3=1/30)
1 暗灰色粘質±   3 暗灰褐色砂質土
2 暗灰色粘質±   4 暗灰色砂質土
砂◎      5 暗灰褐色粘質土
図21 貯蔵穴3







































































―-  31  -―
調査の記録
/




0              ]m
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0              1m
―
























































































































EI植物遺体分布範囲     が、貯蔵穴と明瞭に区分する根拠も認めえないのが現状である。類似の遺
♀    °7Ъ=1/30) 構として、本遺跡第15次調査地点の弥生時代早期の貯蔵穴 (貯蔵穴26～29)
暗黒灰色粘質土        として報告されている遺構がある。
暗黒灰色粘質土 植物遺体○    本遺構については、種子選別用の土壌を採取していない。















































暗灰色粘質土 灰色粘土△   14 暗茶灰色粘質土 木片◎
0              1m
―
                     (3=]/30)
図27 貯蔵穴11・出土遺物

















































9      駅S=V3① 灰褐色粘質土明青灰色粘質土 植物遺体△ ♀     Wtts=v0
図28
番号 器種 最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚 (cll) 重量(2) 石 材 特 徴
S5 石皿 ■12 1849 流紋岩質凝灰岩 表面の一部に被熱による赤化がみられる
貯蔵穴12・出土遺物






















































o           05m
―
               (S=]/20)
唯畔1 灰色混暗褐色±  1 明灰褐色土
SDl 灰色砂質土
図30 畦畔 1・溝 1














































P3 1 淡灰色土 灰色ブロック○
0       05m~         (S=]/30)
図32





























0           1 0Cm
―
              (S=]/4)
器 種 胎 土
l 波 日縁、方///浅鉢か I内】ミガキ、沈線 2粂 【外】丁寧なナデ /1H砂
2 16-17 ナデ I外Iナデ、突帯 :台形、刻み :V～O字 細～対砂
3 15～1写 ミガキか I外】ナデ、突帯 :台形、刻みiO字 細VjN
番号 出土層位 最大厚 (cll) 重量 (g) 石 材 特 徴







































E被 熱 9    5cm
図38 古代包含層出土遺物

















‖‖‖  片‖〕!‖ llll
‖







| |    |
Ъ=1/400)
0           5cm
―
         (S=]/3)
T2～4 Ml
♀          17愁=]/4)
]～3図39 中世遺構全体図
出上層位 種 類 最大長 (cln)最大幅 (cm)最大厚 (cn, 重量(2) 色調 胎土
7層 七錘 産減、ナデ、孔径0 3cm 陪灰Ite褐 微砂
T3 5,曽 土錘 44 全体に摩滅、ナデ、孔径0 4cn 乳掲 微 砂
T4 6 7橿 ナデ、平滑、孔径0 3cm 曙橙褐 綾 砂
av1 1 5層 釘 (07) 43 全体 にさび膨れ 断面 :長方形
図40 中世包含層出土遺物




























































































1.コナラ属アカガシ亜属 QuercuS Subgen,Cyclobalanopsisブナ科 (枝・幹材、OKFU-1352)図43:la-lc
大型で厚壁の丸い孤立道管が放射方向の帯をなして配列する放射孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は同性
で、単列の小型のものと大型の複合状のものとをもつ。



































島地 謙 伊東隆夫 「日本の遺跡出土木製品総覧」 雄山閣出版 (1988)
鳥地 謙・伊東隆夫 「図説木材組織」 地球社 (1982)
伊東隆夫 「日本産広葉樹材の解剖学的記載I～V」 京都大学本質科学研究所 (1999)
北村四郎・村田 源 「原色日本植物図鑑木本編X Ⅱ」 保育社 (1979)
深澤和三 「樹体の解剖」 海青社 (1997)
奈良回立文化財研究所 「奈良国立文化財研究所 史料第27冊 木器集成図録 近畿古代篇」(1985)










































試料血 地点・層準 種類 前処理・調整法 測定法
N61 (18h層)河道内埋土、流木 樹木 超音波洗浄、酸一アルカリ 酸ー処理 AMS




































































BrOnk Ramsey C (1995)Radiocarbon Calibraion and Analysis of Stratlgraphy,The OxCal Prograrn,Radiocarbon,37(2),p425-430
Bronk Ramsey C(2001)Development of he Radiocばbon Program OxCal,Radiocarbo4,43,355-363
























―-  48  -―
の階級で分類 し、複数の分類群にまたがるものはハイフン

















































































































































































Trilale Ⅲpe Spore          三条溝胞子
3   6









Pollen tequencies of試料 lcど中の花粉密度
Unknown pdlen           未同定花粉
Fern spore              シダ植物胞子
15   0   2   248  625
1       0       0         7      10
340       3       3       163      38
356       3       5       418     673
25    32    35      26    72
X ll13   X 10   X 10    ×104  x104
0       1       0        14       8
4      4      8        9      3
Helminth eggs 寄生虫卵
回虫卵
射cれИ/rdr崩れ′Йra,           鞭虫卵         2
Tot』                 計          2
Hdmtth eggs tequendes証l?  試料 1献中の寄生虫卵密度   x粘 ×4息
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J  ェ  =    奪W
2スギ         3イテイ科―イヌガヤ科   4シイ属
―とノキ科
9イネ科

























11カヤツリグサ科    12














金原正明 (1993)花粉分折法による古環境復原 新版古代の日本 第10巻古代資料研究の方法、角川書店、p248-262
金原正明 (1999)寄生虫 考古学と動物学 考古学と自然科学、2、 同成社、p15卜158
島倉巳三郎 (1973)日本植物の花粉形態 大阪市立自然科学博物館収蔵目録 第5集、60p
中村純 (1967)花粉分析 古今書院、p82110
中村純 (1974)イネ科花粉について、とくにイネ (Oryza saiva)を中心として第四紀研究、13、p18作193
中村純 (1977)稲作とイネ花粉 考古学と自然科学、第10号、p2130



























また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重 (1.0と仮定)と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個









































多ノd勉                 14
Paniceae type                       7
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タケ亜科      その他|   
チ ミ  「
~~司
イネ科
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移?真二●藤康宏志 (1986J繊勘瓢鱒 によるタケ重稗樽助の耐建―Ⅲ習鶏勇推定,基礎資料として―・幸吉学と爵贈騨糸 l鶴 ,“幹‐
舷
移山真i C20001植効遠酸体 (プラント`オパ■力)1警古学と―楢物義 R瑛犠、Л89-24・








































































































|lti■r    ;  「  ■ | |千111「ゝ■ij l  l ・‐II II―i■. =
断面 (西から)
2 貯蔵穴7 断面 (南東から)















































2 貯蔵穴9 アンペラ検出状況 (西から)
1 貯蔵穴9 断面 (北東から)
3 貯蔵穴9 アンペラ保存処理後


































































38               9o
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